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わたなべいくお

一般質問 QR

みよし市議会議員
KABANETへのアクセス くらしの相談検索システム
https://www.kabanet.org/ https://consultation-of-living.appspot.com/

「住んでよかった」と思える を目ざします！

（ご要望）県道５４号線イオン三好アイモール前バス停で降車した方がイオン三好へ行くため植栽の間か

ら横断する人がいる。車両と接触の恐れがあり危険な状態がある。対策をして欲しい。

（ご回答）道路河川課・尾山県議へ相談し新屋区長様のご理解を頂き、小山県議との連携し豊田加茂建設

事務所にて中央分離帯の植栽を撤去し横断防止柵へ変更設置しました。

（ご要望）あざぶの丘（莇生町潮見境界付近）で三好丘駒場線が通勤時間帯時車渋滞し、避けるため抜け道と

して市道三好丘打越線を利用される方がいる。車が勢い良く道路を通行するため児童との接触

の恐れがあり危険。恒久的な対策をしてほしい。

（ご回答）道路河川課へ相談し、あざぶの丘管理組合・莇生区長様のご理解を頂き警察と協議の上、車

道外側線・狭さく・安全のみどり線等を標示しました。安全な速度で走行をお願いします。

安全な道路整備をしました。くらしの相談対応事例

三戸口公園

安全な道路施設整備をしました。

（ご要望場所）

イオン三好
アイモール

対応前

バス降車後、植栽を横断し危険

イオン三好アイモール前
バス停

植栽から横断防止柵へ変更しました

安全のみどり線、
狭さく路面標示を実施

（対応後）

あざぶの丘

潮見

（対応前）

児童の通学時抜け道として利用され危険

（ご要望場所）

安全のみどり線

狭さく標示

https://www.kabanet.org/
https://consultation-of-living.appspot.com/


みよし市内の自動車部品メーカー三互労働組合様が「継続的に子ども食堂の支援を行い子ども達や１人暮らしの高齢者が笑顔で

食事を楽しめるお手伝いができれば」と三好丘旭を拠点に活動している多世代・子ども食堂「うきぐも食堂」さんへ、月に１度食材を

提供して頂けるようになりました。コロナ禍で現在子ども食堂は対面での共食を控え、月に１度手作り弁当を８０食程、振舞ってい

ます。 地域住民で助け合いながら本当に必要な方へ食事が提供できるよう、行政への働きかけを今後もやっていくことと、団体・企

業や個人の後押しが得られるよう理解活動・仲間づくりをして活動してまいります。

子ども食堂の支援活動に取り組んでいます。

食材受け渡し風景 古本衆議院議員激励訪問現在は美味しいお弁当の提供

古本衆議院議員

みよし市役所庁舎・西部コミュニティー内に

保管してある高濃度ポリ塩化ビフェニル廃棄

物について指定処分事業者の処理能力に基づ

き保管量（８８９Ｋｇ）を処分します。

事業予算 ２，７９８万円

新コロナウｲルス感染症対策応援支援金交付事業

新型コロナウィルス感染症の影響が長期化する中でひとり親

世帯以外の子育て世帯に対し、緊急支援策として食費等支出

増加を勘案し国制度の低所得子育て世帯に対し支給します。

【対象児童】平成１５年４月２日から令和４年２月２８日までに

生まれた児童

《支給対象者》

ひとり親以外の低所得の子育て世帯

対象児童当たり一律５万円

事業予算 ５，７５５万円

高濃度ＰＣＢ廃棄物収集運搬及び処分業務

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

図書コーナー及び１階の交流コーナーにおいては、学生がテ

スト週間になると試験勉強での利用により満席で、スペース

が手狭となり、他の利用者が利用しづらい状況となっていま

す。コンビニ撤退後の利活用において図書コーナーを拡張す

ることで利便性を図るとともに各ブースに電源、照明灯を設

置し、図書の閲覧や学習空間をさ

らに使いやすくし、テレワークス

ペースとしても活用できるよう対

応します。

事業予算 ３，３００万円

カリヨンハウス２階改修工事

コミュニティ助成金（一般コミュニティ助成金）交付事業

宝くじ社会貢献広報事業として「一般財団法人自治総合セン

ター」が実施する一般コミュニティ助成事業について区長会

で協議を行った結果地区コミュニティ推進協議会単位で助成

金を有効活用していく方針が決定され、助成金の交付決定が

されたことから予算措置がされま

す。住民が自主的に行うコミュニ

ティ活動の促進を図り、地域連帯

感に基づく自治意識を盛り上げる

ことを目的にコミュニティ活動に

直接必要な備品等の整備に対し助

成されます。

【補助率】１０／１０ 【助成金額】上限２５０万円

【助成対象団体】三好丘コミュニティ推進協議会

クラウド型電子書籍サービースを導入することで、コロナ禍

で新しい生活様式の中でも図書館に来館せ

ずインターネットを利用して本を借り読む

ことができ、資格に障がいを持つ人にも本

を読む機会を提供することができます。

事業予算 ４７８.５万円

電子図書館事業

低所得のふたり親世帯生活応援事業

新型コロナウィルス感染症拡大により、経済的負担の影響を

受けている低所得のふたり親世帯の生活を支援するため市内

店舗で利用できる商品券食事券を配布し学用品や生活用品等

を購入してもらい家計負担を軽減します

【対象者】

児童手当受給者、特別児童扶養手当受給者で

住民税均等割が非課税の方等

プレミアム商品券・食事券 １冊（5,000円分）

事業予算 ８１４万円

市
独自

国
事業

カリヨンハウス2階旧コンビニ

過去のプレミアム商品券

一般会計補正予算での施策が決まりました。議員としての取り組み


